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令和５年３月２日

令和５年第１回取手市議会定例会（第３号）

根岸裕美子議員 一般質問資料



（基本理念）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【子ども基本法より抜粋】
第三条　こども施策は、次に掲げる事項を基本理念として行われなければならない。

一　全てのこどもについて、個人として尊重され、その基本的人権が保障されるとともに、差別的取扱いを受けることが
　　ないようにすること。

二　全てのこどもについて、適切に養育されること、その生活を保障されること、愛され保護されること、その健やかな
　　成長及び発達並びにその自立が図られることその他の福祉に係る権利が等しく保障されるとともに、教育基本法（平
　　成十八年法律第百二十号）の精神にのっとり教育を受ける機会が等しく与えられること。

三　全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、自己に
　　直接関係する全ての事項に関して意見を表明する機会及び多様な社
　　会的活動に参画する機会が確保されること。

四　全てのこどもについて、その年齢及び発達の程度に応じて、その意見が尊重され、その最善の利益が優先して考慮さ
　　れること。

五　こどもの養育については、家庭を基本として行われ、父母その他の保護者が第一義的責任を有するとの認識の下、こ
　　れらの者に対してこどもの養育に関し十分な支援を行うとともに、家庭での養育が困難なこどもにはできる限り家庭
　　と同様の養育環境を確保することにより、こどもが心身ともに健やかに育成されるようにすること。

六　家庭や子育てに夢を持ち、子育てに伴う喜びを実感できる社会環境を整備すること。
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ユニセフ　レポートカード16
子どもの幸福度の結果：日本の分野別順位
＜総合順位は20位＞

分野 指標

精神的幸福度
(37位)

生活満足度が高い15歳の割合62％（30位/33ヶ国）

5～19歳の自殺率7．5％（30位/41ヶ国）

身体的健康
(1位)

5～14歳の死亡率0.73％（9位/41ヶ国）

5～19歳の過体重/肥満の割合14％（1位/41ヶ国）

スキル
(27位)

数学・読解力で基礎的習熟度に達している15歳の割合73％
（5位/39ヶ国）

すぐに友達ができると答えた15歳の子どもの割合69％
（39位/40ヶ国）
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※セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン　2019年実施
　「子どもの貧困と子どもの権利に関する全国市民意識調査」　より抜粋
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子どもの権利条約を知っていますか？
内容までよく知っている 内容について少し知っている 名前だけ聞いたことがある

聞いたことがない

聞いたことがない大人が約4割
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内容までよく知って

いる　23%

内容について少し

知っている　51%

名前だけ知って

いる　25%

全く知らない　1%

子どもの権利を知っていますか(教員対象）

「全く知らない」
「名前だけ知っている」と
答えた教員は、あわせて 

約3割

子どもの権利を「内容まで
よく知っている」教員は、

約５人に１人

※セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン2022年実施　　「教員による子どもの権利の認知度調査」より抜粋
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